  手をつなぐ応援隊通信

　「手をつなぐ応援隊」というチームで、楽しく、わかりやすい知的障がいや発達障がいの擬似体験を通して啓発活動を行っています！
　車いす体験やアイマスク体験のように、知的障がいや発達障がいある人たちの気持ちや感じ方を実感してもらうプログラムを行っています。
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　平成28年12月福岡市障がい者週間記念の集いの日に育成会保護者会のブースで先行して行い、そこで出会った方から出動依頼を受け、平成30年3月から活動を開始しました。
　今年2月15日で、出動回数44回、参加者数1,313人になりました。
　有難いことに口コミや福岡県の出前講座として、福岡市ボランティア養成講座、公民館の人権研修、民生委員・児童委員障がい者人権研修、区人権研修、小・中学校教諭、小・中学生、小学校保護者、小学校成人委員研修、学童の職員、福祉事業所職員、商業施設職員等、市内外に呼んでいただいています。
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　　参加者からの感想

　
　
▼擬似体験のときの、会場全体が「そうか！」となったり、「・・・？」となったりした状態、あの感覚を体感するというのは、とても大切な経験になった。また、保護者として、色々な葛藤の中での今があると正直なお話をしていただけたことも、頭ではなく、心の奥底に伝わる内容だった。（役場職員）
▼日々の育児や介護の中で、「こんな言動、あるなぁ・・・」とあてはまり、参考にするところがあった。（公民館）
▼障がいがあることが不孝ではないと思った。（小学生）
▼福祉の現場にいるが、改めて目からうろこだった。（福祉事業所）
▼研修会で初めて眠くならなかった。（人権研修）
▼小学校や警察、行政、交通会社でしてほしい。（保
[bookmark: _GoBack]　護者）
▼あるあるだった。（発達障がい当事者）　プログラムは、全国各地の啓発隊と情報交換したり、障がいについての専門家や医師、教員の方、障がいのある家族や当事者、障がいについて知らないと言われる方、等と意見交換を行いながら作っています。
　限られた時間で障がいについて伝えることは難しいですが、楽しく、わかりやすい内容で、少しでも共生社会に近づくように活動していきます。
　どうぞ、あなたの街にも、あなたの職場にも呼んでください💛
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